
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月１日 

川口市立領家中学校 

保 健 室  N o . ９ 

 視力やむし歯など健康診断で異常がみられた人は、自

分の時間が増える冬休みの機会を使って、早めに病院に

行きましょう。早く治療ができれば、症状が軽いうちに

治すことができます。新学期は自分の体を万全にして迎

えましょう。特に、３年生は、受験を控えていること、

「川口市子ども医療費」を使用できるのが中学３年生ま

でであることからも必ず年度内に受診してください！ 

今年も残すところ約 1か月とな

りました。冬が一層深まり、毎

日寒い日が続きますね。冬休み

は生活習慣が乱れがちになると

思います。いつも以上に自分の

心と体を大事に生活してくださ

い！（私も気をつけます☺）少

し早いですが、今年もありがと

うございました。来年もよろし

くお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年「世界エイズデー（１２月１日）キャンペーンテーマ」 

あなたが変わればエイズのイメージが変わる。UPDATE HIV！ 

１２月１日はWHO（世界保健機関）が定めた世界エイズデーです。 

治療法の進歩で、HIV の早期治療、エイズの発症を防ぐことができ、HIV に感

染していない人と同じような生活を送ることができるようになっています。治療法の

進歩でHIV陽性者の生活は大きく変わり、予防にも様々な選択肢が用意されるよ

うになりました。 

しかし、現状はそのような変化が十分に伝わっておらず、「治療法がなく死に至

る病」だった時代の認識にとどまっている場合が少なくないようです。UPDATE

がされないままになっており、差別や偏見が今もうまれています。 

HIV への差別や偏見の解消に向けて、みなさんもこの機会に HIV について知

り、考えてみましょう。 

Meaning of “RED RIBBON”. 

 「レッドリボン（赤いリボン）」は古くからヨーロッパに伝承される風習のひ

とつで、もともと病気や事故で人生を全うできなかった人々への追悼の気

持ちを表すものでした。 

 この「レッドリボン」がエイズのために使われ始めたのは、アメリカでエイ

ズが社会的な問題となってきた 1990 年ごろのことです。このころ、演劇

や音楽などで活動するニューヨークのアーティストたちにもエイズが広が

り、エイズで死亡する人々が増えていきました。そうした仲間たちに対する

追悼の気持ちとエイズに苦しむ人々への理解と支援を示すため、“赤いリ

ボン”をシンボルにした運動が始まりました。 

 「レッドリボン」はあなたがエイズに関して偏見をもっていない、エイズと

ともに生きる人々を差別しないというメッセージです。 

  

 

こんなときは感染しません 

★せきやくしゃみ 

★握手 

★便座・つり革・ドアノブ 

★プールや温泉 

★蚊にさされる 

★鍋など同じ食べ物をつつくこと 


